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は
じ
め
に

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
清
水
喜
市
は
兵
庫
県
神
崎
郡
水
平
社
の
委

員
長
で
あ
り
、
清
水
の
指
導
す
る
神
崎
郡
水
平
社
は
飾
磨
・
加
東

郡
水
平
社
と
共
に
、
一
九
二
〇
～
三
〇
年
代
初
頭
、
兵
庫
県
水
平

運
動
の
牽
引
力
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。
清
水
は
ま
た
、
融
和
団

体
で
あ
る
兵
庫
県
清
和
会
の
理
事
、
神
崎
郡
支
部
の
副
支
部
長
と

し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
彼
の
行
動
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
兵
庫

の
水
平
運
動
・
融
和
運
動
を
再
検
討
す
る
上
で
格
好
の
素
材
と
い

え
よ
う
。

　

清
水
喜
市
は
一
八
九
三
︵
明
治
二
六
︶
年
三
月
二
六
日
に
兵
庫

県
神
西
郡
甘
地
村
小
谷
︵
現
、
市
川
町
︶
に
八
人
兄
弟
の
長
男
と

し
て
生
ま
れ
、
一
九
一
二
︵
明
治
四
五
︶
年
四
月
に
横
浜
英
語
学

校
に
入
学
、
翌
年
に
中
退
し
家
業
の
農
業
に
従
事
し
た
。
清
水
家

は
田
畑
五
町
歩
を
有
し
、
父
の
好
太
郎
は
一
八
八
九
年
に
は
村
会

特
集

清
水
喜
市
と
神
崎
郡
水
平
運
動
・
融
和
運
動

─
地
方
改
善
費
増
額
と
社
会
進
出
を
求
め
て

─

高
木　

伸
夫

　

地
域
に
お
け
る
水
平
運
動
・
融
和
運
動
の
実
態
と
展
開
は
指
導
者
の
個
性
や
地
域
の
置
か
れ
た
状
況
な
ど
か
ら
画
一
的
な
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
は
神
崎

郡
水
平
社
の
委
員
長
と
し
て
兵
庫
県
水
平
社
を
牽
引
し
て
き
た
清
水
喜
市
の
生
涯
を
通
じ
て
、
融
和
団
体
・
兵
庫
県
清
和
会
へ
の
接
近
か
ら
小
谷
地
区
整
理
事

業
、
兵
庫
県
更
生
連
盟
の
組
織
な
ど
活
動
と
実
践
の
全
体
像
に
迫
る
。

要　
　

約
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議
員
と
な
っ
て
お
り
、﹁
神
西
郡
の
未
解
放
部
落
で
も
資
産
家
の

ほ
う
で
あ
っ
た

Б

﹂。
本
稿
で
は
清
水
喜
市
と
神
崎
郡
水
平
運
動
・

融
和
運
動
の
取
り
組
み
を
四
期
に
分
け
て
、
そ
の
軌
跡
を
明
ら
か

に
す
る
。一　

兵
庫
県
水
平
運
動
・
融
和
運
動
と
清
水
喜
市 

︵
一
九
二
二
年
～
一
九
二
五
年
︶

１　

神
崎
郡
水
平
社
と
清
水
喜
市

　

清
水
喜
市
は
一
九
二
二
︵
大
正
一
一
︶
年
三
月
の
全
国
水
平
社

創
立
大
会
に
﹁
三
十
余
人
の
仲
間
と
と
も
に
参
加
し
た

В

﹂
と
い
う
。

清
水
家
で
は
幸
太
郎
が
大
和
同
志
会
の
機
関
誌
﹃
明
治
之
光
﹄
の

購
読
者
で
あ
り

Г

、﹃
明
治
之
光
﹄
の
購
読
者
の
線
か
ら
全
水
創
立

の
呼
び
か
け
が
送
付
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

播
磨
地
方
に
お
け
る
水
平
社
結
成
は
長
田
調
五
郎
ら
の
努
力
が

大
き
い
。
一
九
二
三
年
二
月
に
全
国
水
平
社
本
部
は
﹁
比
較
的
此

の
宣
伝
の
行
き
届
い
て
居
な
か
っ
た
本
県
︵
兵
庫
県
─
引
用
者
︶

に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
と
な
り
﹂︵﹁
神
戸
新
聞
﹂
一
九
二
三
年
二
月
二

六
日
付
。
以
下
﹁
神
戸
﹂
23
、
２
、
26
と
省
略
す
る
︶、
宣
伝
部
員
米

田
︵
富
︶、
長
田
調
五
郎
ら
が
同
月
二
二
日
か
ら
加
古
、
印
南
両

郡
方
面
に
出
張
し
て
連
日
講
演
会
を
開
催
す
る
。
長
田
は
ま
た
、

三
宅
正
巳
と
共
に
西
日
本
水
平
社
創
立
委
員
と
し
て
加
古
郡
本
庄

に
仮
事
務
所
を
設
置
し
、
四
月
か
ら
東
播
磨
地
方
各
地
で
演
説
会

を
計
画
、
同
月
七
日
に
は
加
古
郡
北
別
府
で
宣
伝
演
説
会
を
開
催

し
た
︵﹁
大
阪
朝
日
新
聞
神
戸
付
録
﹂
一
九
二
三
年
四
月
九
日
付
。
以

下
﹁
朝
日
神
戸
﹂
23
、
４
、
9
と
省
略
す
る
︶。
ま
た
、
飾
磨
郡
花

田
村
高
木
で
も
水
平
社
大
会
が
四
月
一
二
日
に
開
催
︵﹁
大
阪
毎

日
新
聞
兵
庫
県
付
録
﹂
一
九
二
三
年
四
月
一
四
日
付
。
以
下
﹁
毎
日
兵

庫
﹂
23
、
４
、
14
と
省
略
す
る
︶
さ
れ
、
発
会
式
は
五
月
一
一
日

に
開
か
れ
た
︵﹁
毎
日
兵
庫
﹂
23
、
５
、
12
︶。

　

さ
ら
に
播
磨
水
平
社
大
会
が
二
三
年
四
月
一
八
日
に
加
古
川
町

公
会
堂
で
開
催
さ
れ
、
長
田
調
五
郎
が
開
会
の
辞
と
経
過
報
告
、

神
崎
郡
代
表
清
水
喜
市
が
綱
領
を
朗
読
し
た
。
参
加
者
に
は
黒
衣

同
盟
の
鷹
野
有
隣
、
藤
末
恵
正
、
藤
本
静
雄
ら
﹁
水
平
運
動
の
花

形
が
殆
ど
全
部
を
こ
の
一
堂
に
錘
め
た
か
の
観
が
あ
﹂
っ
た
。
演

説
会
に
移
っ
て
清
水
喜
市
が
﹁
水
平
運
動
の
必
要
に
就
て
﹂
訴
え

た
︵﹁
神
戸
﹂
23
、
４
、
19
︶。

　

神
崎
郡
の
水
平
社
設
立
は
こ
れ
ら
東
播
磨
地
方
各
地
の
水
平
社

結
成
の
影
響
を
受
け
、
二
三
年
の
夏
前
後
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
。

同
年
四
月
二
一
日
に
は
甘
地
村
小
谷
の
教
正
寺
住
職
藤
末
恵
正
が

甘
地
小
学
校
で
水
平
運
動
に
関
す
る
第
一
回
講
演
を
行
う
が

Д

、
藤

末
の
講
演
は
﹁
一
般
部
落
児
童
ハ
恐
怖
ノ
念
ヲ
抱
キ
、
部
落
児
童

ト
ノ
間
ニ
円
満
ヲ
欠
キ
ツ
ゝ
ア
﹂
る
と
し
て
神
崎
郡
長
が
村
長
に
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報
告
を
求
め
る
に
至
っ
た

Е

。
さ
ら
に
七
月
一
〇
日
に
は
神
崎
郡
水

平
社
夏
季
大
会
が
辻
川
村
振
武
館
で
開
催
さ
れ
、
黒
衣
団
闘
士
の

数
十
人
、
栗
須
七
郎
ら
も
数
百
の
会
衆
と
共
に
参
加
し
た
。
大
会

で
は
清
水
喜
市
が
﹁
昨
年
三
月
三
日
、
京
都
岡
崎
公
園
に
於
て
全

国
六
千
部
落
三
千
の
代
表
に
よ
り
呱
々
の
声
を
挙
げ
て
よ
り
十
五

箇
月
、
吾
同
胞
の
自
覚
運
動
に
よ
り
隆
々
た
る
意
気
の
旺
盛
を
見

る
は
欣
悦
至
極
な
り
。明
治
四
年
吾
同
胞
が
解
放
さ
れ
て
五
十
年
、

頑
迷
の
社
会
は
機
会
を
待
て
と
云
為
す
る
も
、
五
十
年
の
慢
性
的

病
系
を
癒
す
は
自
然
療
法
を
待
つ
可
ら
ず
。
即
ち
吾
等
が
奮
起
に

よ
っ
て
茲
に
外
科
施
術
を
行
は
ず
ん
ば
止
む
可
ら
ざ
る
に
到
れ

り
﹂
と
演
説
し
、
同
人
の
奮
起
と
、﹁
外
科
施
術
﹂、
即
ち
徹
底
的

差
別
糾
弾
を
促
し
た
。
さ
ら
に
堀
尾
藤
太
郎
が
宣
言
、
綱
領
を
朗

読
し
、
西
塚
政
次
・
橋
本
郁
太
郎
・
藤
末
恵
正
ら
も
演
説
し
た

︵﹁
神
戸
﹂
23
、
７
、
12
︶。
ま
た
、
寺
前
村
野
村
で
は
七
月
二
八
日

に
栗
須
七
郎
を
招
き
、
水
平
社
宣
伝
演
説
会
が
開
か
れ

Ё
、
八
月
二

八
日
前
後
に
水
平
社
を
結
成
︵﹁
神
戸
又
新
日
報
﹂
一
九
二
四
年
三

月
一
三
日
付
。
以
下
﹁
又
新
﹂
24
、
３
、
13
と
省
略
︶
す
る
。
清
水

喜
市
の
地
元
で
あ
る
甘
地
村
小
谷
水
平
社
は
、
前
述
し
た
神
崎
郡

水
平
社
夏
季
大
会
の
前
後
に
結
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
九
二
四
年
七
月
二
〇
日
に
は
神
崎
郡
水
平
社
第
二
回
大
会
が

郡
公
会
堂
で
開
催
さ
れ
た
。
清
水
喜
市
が
開
会
を
宣
言
し
、﹁
兵

庫
に
於
け
る
反
動
的
改
善
団
体
で
あ
る
清
和
会
に
対
し
て
絶
対
反

対
す
る
﹂
と
の
議
案
を
満
場
一
致
で
可
決
す
る

Ж

。
す
で
に
、
同
年

五
月
の
第
二
回
兵
庫
県
水
平
社
大
会
に
於
い
て
も
神
崎
郡
水
平
社

は﹁
小
学
校
教
員
に
対
し
水
平
運
動
を
理
解
せ
し
め
る
件
﹂と﹁
清

和
会
趣
意
に
反
対
す
る
の
件
﹂
を
提
案
、
可
決
さ
れ
て
い
る
︵﹁
又

新
﹂
24
、
５
、
27
︶。

　

翌
二
五
年
一
月
一
日
に
全
兵
庫
県
水
平
社
執
行
委
員
長
会
議
が

開
か
れ
、
長
田
調
五
郎
が
県
水
平
社
委
員
長
に
再
選
さ
れ
、
組
織

変
更
を
審
議
し
、
各
地
方
水
平
社
互
選
の
結
果
、
神
崎
郡
は
清
水

喜
市
が
執
行
委
員
に
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
、
小
谷
水
平
社
は
﹁
普

通
民
に
対
し
て
水
平
運
動
の
精
神
を
了
解
せ
し
め
る
た
め
﹂、
講

演
会
開
催
を
甘
地
村
長
、
小
学
校
長
に
協
力
要
請
し
、
開
催
に
漕

ぎ
着
け
て
い
る

З

。
さ
ら
に
、
中
寺
村
野
田
の
部
落
総
会
で
は
﹁
水

平
社
加
入
略
ボ
決
定
﹂
す
る
な
ど
組
織
拡
大
も
進
行
し
た

И

。

　

神
崎
郡
水
平
社
の
活
動
を
概
観
す
る
と
、
教
育
現
場
で
の
差
別

待
遇
撤
廃
な
ど
差
別
事
象
糾
弾
と
、
役
場
吏
員
へ
の
採
用
な
ど
社

会
的
進
出
に
目
標
を
定
め
た
こ
と
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、

差
別
糾
弾
か
ら
見
て
み
る
と
、
二
三
年
八
月
三
〇
日
に
は
寺
前
村

小
学
校
の
児
童
が
学
校
内
で
差
別
言
辞
を
行
い
、
野
村
の
児
童
が

こ
れ
を
と
ら
え
て
父
兄
に
告
げ
、
受
け
持
ち
教
員
と
校
長
に
謝
罪

状
を
書
か
せ
た
︵﹁
又
新
﹂
23
、
９
、
１
︶。
野
村
で
は
前
述
し
た

よ
う
に
、
二
日
前
の
八
月
二
八
日
に
水
平
社
を
結
成
し
た
ば
か
り

で
あ
っ
た
。
寺
前
小
学
校
児
童
差
別
発
言
糾
弾
は
警
察
と
検
察
の
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弾
圧
に
よ
っ
て
一
一
名
も
有
罪
と
な
り
、
神
崎
郡
水
平
社
に
多
く

の
教
訓
を
残
し
た
。
そ
の
一
つ
は
警
察
の
弾
圧
を
招
か
な
い
糾
弾

闘
争
の
有
り
様
へ
の
模
索
で
あ
っ
た
。
寺
前
小
学
校
児
童
差
別
発

言
糾
弾
直
前
の
八
月
二
二
日
に
は
清
水
喜
市
の
地
元
で
あ
る
甘
地

村
の
村
長
の
息
子
が
同
村
尋
常
高
等
小
学
校
内
で
小
谷
の
児
童
に

差
別
発
言
を
行
っ
た
。
九
月
一
日
午
後
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
委
員
を
立

て
談
判
す
る
が
、
村
長
側
は
差
別
発
言
そ
の
も
の
を
否
認
し
、
三

日
午
後
一
時
に
な
っ
て
も
容
易
に
解
決
し
な
か
っ
た
。
郡
役
所
か

ら
書
記
二
名
が
出
張
し
て
調
停
を
試
み
た
が
、
地
元
民
数
百
名
が

小
学
校
付
近
と
寺
院
に
集
ま
り
経
緯
を
見
守
る
中
、
福
崎
署
長
以

下
署
員
全
員
が
警
戒
に
当
た
っ
た
︵﹁
又
新
﹂
23
、
９
、
５
︶。
西

塚
政
次
は
﹁
糾
弾
が
八
月
三
〇
日
ぐ
ら
い
か
ら
始
ま
り
、
関
東
大

震
災
の
当
日
、
九
月
一
日
に
解
決
し
た
﹂
と
回
想
し
て
い
る
が

КУ

、

﹁
三
日
午
後
一
時
に
な
っ
て
も
容
易
に
解
決
し
な
か
っ
た
﹂
の
で

あ
り
、﹃
甘
地
村
小
学
校
沿
革
誌

КФ

﹄
が
記
述
す
る
よ
う
に
、
三
日

午
後
一
時
以
降
に
解
決
し
た
の
で
あ
る
。

　

社
会
的
進
出
に
眼
を
向
け
る
と
、
神
崎
郡
水
平
社
が
融
和
団
体

清
和
会
に
対
し
て
﹁
絶
対
反
対
﹂
の
立
場
を
鮮
明
に
し
た
二
四
年

四
月
に
は
西
塚
政
次
が
甘
地
村
役
場
の
吏
員
に
採
用
さ
れ
て
い

る

КХ

。
西
塚
が
甘
地
村
役
場
の
吏
員
に
採
用
さ
れ
た
の
は
、
西
塚
自

身
が
証
言
す
る
よ
う
に
甘
地
小
学
校
児
童
差
別
発
言
糾
弾
の
結

果
、
村
長
が
口
頭
謝
罪
後
に
退
職
し
、
後
任
村
長
候
補
が
清
水
喜

市
に
支
援
を
求
め
、
清
水
が
承
諾
し
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た

КЦ

。

楠
田
雅
一
郎
村
長
は
二
三
年
九
月
四
日
に
退
職
し
、
楠
田
豊
吉
が

後
任
村
長
に
就
任
し
た
の
は
九
月
二
二
日
で
あ
る

КЧ

。
さ
ら
に
神
崎

郡
役
所
、
兵
庫
県
清
和
会
の
郡
水
平
社
に
対
す
る
変
化
も
見
逃
す

こ
と
が
で
き
な
い
。
次
に
郡
役
所
、
兵
庫
県
清
和
会
の
郡
水
平
社

へ
の
対
応
を
見
て
み
よ
う
。

２　

兵
庫
県
清
和
会
と
清
水
喜
市

　

全
国
水
平
社
創
立
後
、
県
下
各
地
で
も
水
平
社
が
相
次
い
で
結

成
さ
れ
、
差
別
糾
弾
が
激
化
し
て
い
た
一
九
二
三
︵
大
正
一
二
︶

年
七
月
、
兵
庫
県
は
融
和
促
進
機
関
の
設
置
を
目
的
に
四
市
二
四

郡
の
代
表
者
五
名
程
度
を
郡
・
市
長
に
推
薦
さ
せ
、
同
月
二
七
日

と
翌
日
に
地
方
改
善
協
議
会
を
県
会
議
事
堂
で
開
催
す
る
。
協
議

会
で
は
二
八
日
に
全
県
下
を
統
一
す
る
融
和
機
関
設
置
を
確
認

し
、
発
起
人
会
に
切
り
替
え
、
県
社
会
課
立
案
の
趣
意
書
、
融
和

機
関
組
織
要
綱
を
一
部
修
正
の
上
、
満
場
一
致
で
可
決
し
、
会
名

を
県
知
事
腹
案
の
﹁
兵
庫
県
清
和
会
﹂
と
決
定
し
た

КШ

。

　

注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
神
崎
郡
か
ら
は
清
水
喜
市
も
推
薦
さ
れ

︵﹁
朝
日
神
戸
﹂
23
、
７
、
26
︶、
協
議
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る

КЩ

。
時
あ
た
か
も
神
崎
郡
内
で
は
郡
水
平
社
夏
季
大
会
が
開
催

︵
二
三
年
七
月
一
〇
日
︶
さ
れ
、
さ
ら
に
寺
前
尋
常
小
学
校
で
は
野

村
の
児
童
に
限
っ
て
喇ラ
ッ
パ叭
を
吹
か
せ
な
い
な
ど
の
差
別
待
遇
が
あ
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り
、
村
民
が
上
野
校
長
に
差
別
待
遇
の
撤
廃
を
要
求
︵﹁
又
新
﹂

24
、
３
、
13
︶
し
て
お
り
、
憤
激
が
高
ま
っ
て
い
た
。
清
水
喜
市

の
兵
庫
県
清
和
会
へ
の
接
近
は
一
九
二
六
年
の
郡
役
所
廃
止
前
後

か
ら
、
と
い
う
の
が
通
説

КЪ

で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
早
く
、
清

水
喜
市
は
神
崎
郡
水
平
社
結
成
当
初
か
ら
水
平
運
動
と
融
和
運
動

の
両
者
を
睨
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

兵
庫
県
清
和
会
は
県
知
事
を
会
長
、
常
務
理
事
に
県
社
会
課
長

を
据
え
、﹁
国
民
ハ
挙
ゲ
テ
陛
下
ノ
赤
子
﹂
で
あ
り
、﹁
県
民
ノ
一

致
協
力
﹂
し
て
﹁
因
襲
的
偏
見
ノ
絶
滅
ヲ
期
﹂
す
こ
と
を
趣
旨
と

す
る
半
官
半
民
の
団
体
で
あ
っ
た
が
、
機
関
紙
﹃
清
和
﹄
の
主
張

に
は
﹁
融
和
運
動
は
宗
教
運
動
で
あ
る
﹂
と
の
立
場
か
ら
水
平
社

の
主
張
を
承
認
し
、
暴
力
を
伴
う
糾
弾
に
は
反
対
す
る
主
務
嘱
託

の
内
海
正
名
と
、
排
他
的
闘
争
的
態
度
を
斥
け
他
愛
的
協
調
を
力

説
す
る
県
社
会
課
長
松
岡
英
介
の
主
張
な
ど
が
混
在
し
て
い
た

КЫ

。

　

県
清
和
会
神
崎
郡
大
会
は
一
九
二
四
年
三
月
初
旬
に
開
催
さ

れ
、
大
会
で
は
某
が
﹁
部
落
民
の
祖
先
卑
し
か
ら
ざ
る
こ
と
を
説

き
、
清
和
の
目
的
を
述
べ
、
県
社
会
課
内
海
嘱
託
が
極
め
て
熱
烈

な
口
調
で
﹂
講
演
、﹁
国
体
擁
護
等
あ
ら
ゆ
る
方
面
よ
り
説
き
、

一
同
に
多
大
の
感
動
を
與
へ
た
﹂
と
い
う
。
当
日
は
﹁
約
三
百
名

の
出
席
者
が
あ
り
、
極
め
て
盛
会
﹂
で
あ
っ
た
と
も
報
道
さ
れ
て

い
る
︵﹁
神
戸
﹂
24
、
３
、
３
欄
外
︶。

　

兵
庫
県
清
和
会
は
翌
二
五
年
に
入
っ
て
﹁
実
地
の
状
況
視
察
の

た
め
神
崎
郡
一
円
に
係
員
を
出
張
さ
せ
、
地
方
有
志
と
融
和
促
進

の
た
め
徹
底
的
に
協
議
﹂
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
た
︵﹁
又
新
﹂

25
、
２
、
20
︶。
三
月
に
は
田
原
村
役
場
が
兵
庫
県
清
和
会
会
長︵
県

知
事
︶
の
﹁
申
越
﹂
に
よ
り
融
和
促
進
問
題
に
関
す
る
懇
談
会
を

同
村
小
学
校
で
開
催
し
て
い
る

КЬ

。
さ
ら
に
、
水
平
社
が
組
織
さ
れ

て
い
る
中
寺
村
野
田
で
は
清
和
会
の
委
員
会
が
同
村
小
学
校
で
開

催
さ
れ
、
県
清
和
会
嘱
託
軌
保
︵
昇
證
ヵ
─
引
用
者
︶
を
交
え
て

道
路
修
繕
の
件
な
ど
を
協
議
し
て
い
る

ЛУ

。
中
寺
村
野
田
で
は
運
動

面
で
は
水
平
社
に
、
事
業
で
は
清
和
会
の
両
方
に
参
画
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
二
五
年
四
月
二
六
日
に
は
前
年
七
月
の
神
崎
郡
水
平

社
第
二
回
大
会
で
の
﹁
清
和
会
絶
対
反
対
﹂
の
立
場
か
ら
一
転
し

て
県
清
和
会
の
内
海
正
名
嘱
託
を
招
き
、
寺
前
村
野
村
で
水
平
社

臨
時
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
講
演
会
に
は
水
平
社
か
ら
も

五
、六
名
が
意
見
発
表
を
行
い
、内
海
が﹁
部
落
解
放
に
関
し
て
﹂、

藤
本
政
治
は
差
別
撤
廃
に
関
し
て
演
説
す
る

ЛФ

。
藤
本
は
同
年
五
月

の
全
国
融
和
事
業
大
会
席
上
で
﹁
融
和
団
体
は
水
平
社
を
無
条
件

で
承
認
せ
よ
﹂
と
迫
っ
た
が
、
兵
庫
県
か
ら
の
出
席
者
か
ら
も
反

対
、
保
留
論
が
出
て
い
る

ЛХ

。
し
か
し
、
Ｕ
生
︵
内
海
正
名
ヵ
─
引

用
者
︶
は
﹁
全
国
の
融
和
大
会
に
於
て
も
気
焔
を
挙
げ
た
点
に
於

て
全
国
一
。
融
和
団
体
は
水
平
社
を
如
何
に
見
る
か
の
緊
急
動
議

を
出
し
た
の
は
本
県
の
藤
本
政
治
氏
だ
。熱
に
於
て
も
全
国
第
一
﹂

と
好
意
的
評
価
を
行
っ
て
い
る

ЛЦ

。
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こ
う
し
て
、神
崎
郡
水
平
社
が
県
清
和
会
と
協
調
し
て
い
く
と
、

郡
清
和
会
は
一
挙
に
活
動
を
加
速
さ
せ
て
い
く
。
二
五
年
七
月
二

九
日
と
翌
日
に
か
け
て
県
清
和
会
は
中
堅
青
年
講
習
会
を
福
崎
町

振
武
館
で
開
催
し
、
郡
内
各
村
の
青
年
七
十
余
名
が
参
加
し
た

ЛЧ

。

さ
ら
に
同
年
九
月
に
は
兵
庫
県
清
和
会
神
崎
郡
支
部
が
郡
内
七
小

学
校
を
会
場
に
講
演
会
を
予
定
し
︵﹁
神
戸
﹂
25
、
９
、
10
︶、
一

〇
月
に
は
甘
地
小
学
校
で
講
演
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る

ЛШ

。
兵
庫
県

清
和
会
神
崎
郡
支
部
は
郡
水
平
社
と
の
協
調
路
線
で
郡
内
に
影
響

を
広
げ
て
い
く
の
で
あ
る
。

二　

郡
役
所
廃
止
と
神
崎
郡
水
平
社 

︵
一
九
二
六
年
～
一
九
三
〇
年
︶

　

兵
庫
県
清
和
会
神
崎
郡
支
部
は
一
九
二
六
︵
大
正
一
五
︶
年
四

月
の
郡
役
所
廃
止
に
伴
い
、
支
部
長
に
花
圓
淵
澄
、
副
支
部
長
に

清
水
喜
市
を
選
出
す
る

ЛЩ

。
西
塚
政
次
ら
も
郡
清
和
会
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
る
と
、
神
崎
郡
水
平
社
は
同
時
に
郡
清
和
会
傘
下
で
も

あ
る
、
と
い
っ
た
一
種
奇
妙
な
運
動
体
と
し
て
活
動
を
続
け
て
い

く
。
そ
の
実
態
と
論
理
を
検
討
し
て
い
こ
う
。

１　

兵
庫
県
水
平
社
と
清
水
喜
市

　

神
崎
郡
水
平
社
は
一
九
二
六
︵
大
正
一
五
︶
年
五
月
一
九
日
に

第
四
回
大
会
を
福
崎
町
小
学
校
で
開
催
す
る
。
大
会
で
は
﹁
部
落

民
を
欺
瞞
す
る
政
府
の
恩
恵
的
改
善
策
及
び
部
落
民
解
放
の
精
神

を
麻
痺
せ
し
む
る
一
切
の
教
化
に
対
す
る
排
撃
﹂
な
ど
三
つ
の
決

議
が
可
決
さ
れ
た

ЛЪ

。
討
議
で
は
清
水
喜
市
が
地
方
改
善
費
問
題
の

提
案
理
由
を
﹁
県
の
改
善
費
︵
使
︶
途
を
見
る
と
、
水
平
社
に
加

入
せ
ぬ
部
落
の
み
に
支
出
し
つ
ゝ
あ
る
。
融
和
運
動
を
す
れ
ば
直

に
金
を
出
す
と
は
怪
し
か
ら
ぬ
。
斯
か
る
反
問
苦
肉
の
策
に
よ
る

改
善
費
は
拒
絶
し
た
い
﹂
と
述
べ
た
︵﹁
神
戸
﹂
26
、
５
、
21
︶。

神
崎
郡
水
平
社
の
中
で
は
一
見
、
清
和
会
に
対
し
て
改
善
費
の
ボ

イ
コ
ッ
ト
を
呼
び
か
け
る
清
水
喜
市
・
堀
尾
藤
太
郎
と
緩
和
説
を

取
る
藤
末
恵
正
の
二
者
に
分
か
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、

清
水
・
堀
尾
も
恩
恵
的
支
出
に
反
対
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
水
平

社
未
加
入
の
部
落
の
み
に
限
ら
ず
、
水
平
社
加
入
部
落
に
も
改
善

費
の
支
出
を
要
求
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
清
水
喜
市
が
神

崎
郡
清
和
会
の
副
支
部
長
に
就
任
し
た
根
拠
が
あ
っ
た
。

２　

兵
庫
県
水
平
社
刷
新
運
動
と
清
水
喜
市

　

一
九
二
九
︵
昭
和
四
︶
年
、
岸
本
順
作
・
酒
井
力
彌
ら
の
水
平

社
解
散
論
と
県
清
和
会
接
近
に
反
発
し
た
前
田
平
一
ら
は
一
〇
月

五
日
、
兵
庫
県
水
平
社
革
清
同
盟
の
名
で
岸
本
ら
を
﹁
支
配
階
級

の
欺
瞞
機
関
で
水
平
社
と
絶
対
相
容
れ
な
い
融
和
団
体
の
県
清
和

会
と
通
じ
て
い
る
﹂
と
批
判
、
堕
落
幹
部
の
一
掃
と
内
部
の
一
大
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革
新
を
呼
び
か
け
た

ЛЫ

。
神
崎
郡
水
平
社
を
中
心
と
す
る
播
磨
地
方

の
水
平
社
同
人
は
翌
六
日
に
開
催
さ
れ
た
神
崎
郡
水
平
社
大
会
で

県
水
平
社
幹
部
の
排
斥
を
決
議
す
る
。
引
き
続
き
二
八
名
の
委
員

に
よ
っ
て
県
水
平
社
の
清
算
を
な
す
べ
く
、
岸
本
・
大
本
・
酒
井

の
除
名
を
決
定
し
た
︵﹁
又
新
﹂
29
、
10
、
９
︶。
同
時
に
全
国
水

平
社
播
磨
連
合
会
の
組
織
が
確
立
し
、
委
員
長
に
清
水
喜
市
、
書

記
長
に
は
古
瀬
兵
次
、
組
織
部
に
は
藤
末
恵
正
ほ
か
一
名
な
ど
が

決
定
さ
れ
た

ЛЬ

。
県
水
平
社
刷
新
に
果
た
し
た
清
水
喜
市
ら
神
崎
郡

水
平
社
の
位
置
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
伺
え
る
。

　

こ
の
頃
の
清
水
喜
市
が
合
法
左
翼
の
新
労
農
党
神
戸
支
部
常
任

古
家
実
三
に
あ
て
た
書
簡
二
通

МУ

に
よ
れ
ば
、
一
〇
月
六
日
の
神
崎

郡
水
平
社
大
会
で
新
労
農
党
支
持
も
協
議
し
て
い
た
。
一
二
月
一

五
日
に
は
姫
路
で
委
員
会
が
開
か
れ
、
新
役
員
と
し
て
県
連
委
員

長
に
前
田
平
一
、
委
員
に
清
水
喜
市
・
古
瀬
兵
次
・
加
茂
田
貫
二

ら
が
選
出
さ
れ

МФ

、
副
委
員
長
に
清
水
喜
市
が
就
任
し
た
︵﹁
毎
日

兵
庫
﹂
29
、
12
、
23
な
ど
︶。
三
〇
年
五
月
に
は
神
崎
郡
協
議
会
第

七
回
大
会
が
福
崎
町
振
武
館
で
開
催
さ
れ
、県
連
合
会
確
立
促
進
、

未
組
織
地
開
拓
な
ど
数
件
を
審
議
し
た
。
こ
れ
を
報
じ
た
﹁
水
平

新
聞
﹂
は
﹁
同
協
議
会
は
兵
庫
県
に
於
け
る
中
堅
地
方
で
、
此
処

の
積
極
的
活
動
は
、近
き
将
来
に
県
連
の
確
立
を
見
る
で
あ
ろ
う
﹂

と
論
評
し
て
い
る

МХ

。

　

一
方
、
県
連
合
会
委
員
長
前
田
平
一
は
兵
庫
県
清
和
会
に
対
し

て
厳
し
い
態
度
を
示
し
、
三
〇
年
一
月
に
開
催
さ
れ
た
兵
庫
県
水

平
社
委
員
会
で
は
﹁
清
和
会
に
対
す
る
決
議
を
も
た
ら
し
﹂︵﹁
神

戸
﹂
30
、
１
、
28
︶
た
。
県
連
は
六
月
に
朝
日
マ
ッ
チ
工
場
の
閉

鎖
に
よ
る
住
吉
の
同
人
の
解
雇
に
社
会
民
衆
党
と
共
同
で
神
戸
市

助
役
な
ど
に
四
項
目
の
要
求
書
を
提
出

МЦ

す
る
。
闘
争
の
経
緯
を
報

道
し
た
﹁
水
平
新
聞
﹂
は
﹁
以
上
の
要
求
の
理
由
書
中
、
第
二
項

の
中
に
改
善
費
の
問
題
に
触
れ
て
い
な
い
こ
と
が
手
落
ち
だ
が
﹂

と
、
失
業
者
救
済
を
地
方
改
善
費
の
獲
得
で
行
え
、
と
強
調
す
る

全
水
の
立
場
か
ら
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る

МЧ

。
し
か
し
、
前
田
ら
県
連

幹
部
は
地
方
改
善
費
の
獲
得
に
は
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
む
し

ろ
、
前
田
は
政
治
的
野
心
か
ら
社
会
民
衆
党
の
活
動
に
軸
足
を
置

き
、
早
く
も
三
一
年
に
は
水
平
運
動
そ
の
も
の
を
等
閑
視
す
る
よ

う
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
清
水
喜
市
は
地
域
の
独
自
課
題
を
追

求
し
、
地
方
改
善
費
の
獲
得
を
重
要
視
し
て
い
た
。
こ
の
路
線
の

違
い
が
三
一
年
以
降
、
清
水
の
清
和
会
に
軸
足
を
置
い
た
行
動
へ

と
繋
が
る
の
で
あ
る
。

三　

兵
庫
県
清
和
会
神
崎
郡
支
部
と
清
水
喜
市 

︵
一
九
三
一
年
～
一
九
三
六
年
︶

　

清
水
喜
市
は
全
水
機
関
紙
﹁
水
平
新
聞
﹂
防
衛
基
金
の
募
集
に

応
え
て
二
円
を
送
付
す
る

МШ

な
ど
全
水
を
支
持
し
て
い
た
が
、
三
一
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年
五
月
に
古
瀬
兵
次
と
共
に
兵
庫
県
清
和
会
本
部
委
員
に
嘱
託

МЩ

さ

れ
る
。
郡
副
支
部
長
か
ら
本
部
委
員
と
な
っ
た
清
水
は
一
層
、
清

和
会
の
活
動
に
全
力
を
傾
け
る
。
甘
地
村
役
場
書
記
の
西
塚
政
次

が
取
り
上
げ
た
帝
国
興
信
所
姫
路
支
局
員
の
差
別
発
言
も
水
平
社

代
表
と
県
清
和
会
の
内
海
正
名
が
対
処
し
て
い
る

МЪ

。
七
月
に
は
融

和
促
進
講
演
会
を
鶴
居
村
小
学
校
で
開
催
し
、
清
水
・
古
瀬
と
内

海
正
名
・
花
圓
淵
澄
郡
清
和
会
支
部
長
ら
が
講
演
し
て
い
る

МЫ

。

　

清
水
喜
市
は
翌
三
二
年
、
北
中
皮
革
第
二
次
争
議
の
犠
牲
者
家

族
救
援
委
員
会
に
古
瀬
兵
次
と
共
に
名
前
を
連
ね

МЬ

、
一
月
二
日
の

福
崎
町
で
開
催
さ
れ
た
真
相
演
説
会

НУ
を
最
後
に
水
平
社
運
動
か
ら

距
離
を
置
く
。
三
三
年
の
高
松
差
別
裁
判
糾
弾
闘
争
に
甘
地
村
連

合
青
年
団
は
全
水
本
部
に
檄
電
を
寄
せ
た

НФ
が
、
清
水
ら
神
崎
郡
水

平
社
は
請
願
行
進
に
も
参
加
し
な
か
っ
た
。
全
国
水
平
社
は
一
九

三
三
年
三
月
の
第
一
一
回
大
会
前
に
積
極
的
に
改
善
要
求
を
行
う

べ
き
と
す
る
﹁
部
落
民
委
員
会
活
動
﹂
を
提
起

НХ

す
る
が
、
清
水
は

自
村
の
整
理
事
業
に
没
頭
す
る
の
で
あ
る
。

１　

小
谷
地
区
整
理
事
業
と
清
水
喜
市

　

小
谷
の
地
区
整
理
事
業
は
一
九
三
二
年
度
か
ら
着
手
さ
れ
た

НЦ

。

総
工
費
二
五
万
円
、国
と
兵
庫
県
か
ら
の
補
助
金
が
五
万
五
千
円
、

地
元
負
担
は
一
四
万
円
と
さ
れ
て
い
る

НЧ

。
兵
庫
県
の
三
三
年
度
社

会
改
良
事
業
補
助
予
定
一
覧
表
に
は
土
木
事
業
と
し
て
甘
地
村
小

谷
の
地
区
整
理
事
業
の
予
算
額
は
一
一
五
〇
〇
円
、
補
助
要
求
額

は
九
二
〇
〇
円
、
査
定
額
は
一
〇
〇
〇
〇
円
、
補
助
見
込
み
額
は

五
〇
〇
〇
円
で
あ
っ
た

НШ

。
三
四
年
三
月
に
は
甘
地
村
長
が
小
谷
地

区
整
理
事
業
完
成
の
た
め
起
債
を
兵
庫
県
知
事
に
申
請
し
て
い

る
。
そ
の
理
由
書

НЦ

に
よ
れ
ば
、
事
業
着
手
二
年
目
に
し
て
計
画
の

約
三
割
施
行
の
現
状
か
ら
、
容
易
な
事
業
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

判
明
す
る
。
最
終
年
度
の
三
四
年
度
に
三
二
二
〇
〇
円
を
大
蔵
省

か
ら
年
三
分
二
厘
の
利
息
で
借
入
し
、
翌
三
五
年
か
ら
四
三
年
の

九
年
間
に
元
利
均
等
半
年
賦
償
還
す
る
、
と
し
た
﹁
起
債
ヲ
為
ス

ノ
件
﹂︵
村
議
会
に
二
月
二
七
日
提
出
︶
を
見
る
と
、
甘
地
村
に
と

っ
て
も
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
こ
と
が
解
る
。
小
谷
地
区
整
理
事

業
を
推
進
し
た
清
水
喜
市
は
さ
ら
に
地
方
改
善
費
の
獲
得
を
兵
庫

県
下
に
及
ぼ
そ
う
と
邁
進
す
る
。

２　

 

地
方
改
善
費
獲
得
運
動
と
し
て
の
兵
庫
県
更
生
連
盟
組
織

と
清
水
喜
市

　

一
九
三
二
︵
昭
和
七
︶
年
八
月
二
七
日
、
内
務
省
社
会
局
社
会

部
長
富
田
愛
二
郎
は
関
係
府
県
知
事
宛
に
﹁
地
方
改
善
応
急
施
設

に
関
す
る
件
﹂
を
通
牒
、
翌
九
月
に
は
内
務
大
臣
が
学
務
部
長
会

議
の
席
上
、
同
様
の
訓
示
を
行
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
の
兵
庫
県

地
方
改
善
費
予
算
は
わ
ず
か
年
額
七
万
円
と
僅
少
の
た
め
、
三
三

年
に
は
兵
庫
県
清
和
会
の
役
員
間
に
同
会
と
は
別
に
被
差
別
部
落
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民
自
身
の
手
に
よ
っ
て
地
方
改
善
事
業
の
指
導
奨
励
な
ど
を
目
的

と
す
る
機
関
を
結
成
し
よ
う
と
す
る
議
論
が
持
ち
上
が
り
、
一
〇

月
二
日
に
古
瀬
兵
次
外
二
〇
名
の
参
加
で
兵
庫
県
更
生
連
盟
創
立

発
起
人
会
を
県
議
事
堂
で
開
催
す
る
。
発
起
人
会
で
は
綱
領
︵
草

案
︶﹁
一
、
我
等
は
迷
蒙
な
る
僻
見
的
観
念
を
打
破
し
、
形
象
の

区
画
改
廃
を
期
す
。
一
、
我
等
は
政
治
的
進
出
と
経
済
的
自
由
の

獲
得
を
期
す
﹂
な
ど
が
協
議
さ
れ
た
︵﹁
神
戸
﹂
33
、
10
、
３
。﹁
又

新
﹂
33
、
10
、
３
︶。
神
崎
郡
で
は
一
〇
月
四
日
に
早
速
、
神
崎
郡

青
年
更
生
連
盟
が
福
崎
劇
場
で
結
成
さ
れ
て
い
る

НЩ

。

　

こ
の
後
、
兵
庫
県
内
各
地
区
に
加
盟
が
呼
び
か
け
ら
れ
、
氷
上

郡
春
日
部
村
池
尾
区
で
も
一
〇
月
一
九
日
の
役
員
会
で
﹁
右
、
報

告
ニ
共
鳴
シ
一
名
ヲ
申
告
ス
ル
コ
ト
﹂
を
決
定
、
代
表
一
名
が
参

加
す
る
こ
と
に
な
っ
た

НЪ

。
同
月
二
一
日
に
は
兵
庫
県
更
生
連
盟
創

立
大
会
が
同
じ
く
県
議
事
堂
で
開
催
さ
れ
、
三
四
三
部
落
の
代
表

︵
区
長
並
び
に
有
志
︶
約
四
〇
〇
名
が
出
席
し
た
。
古
瀬
兵
次
が
司

会
と
な
り
連
盟
創
立
の
趣
旨
を
説
明
、
和
田
甚
九
郎
が
議
長
に
推

薦
さ
れ
綱
領
・
宣
言
を
満
場
一
致
で
可
決
し
た
︵﹁
神
戸
﹂
33
、

10
、
22
。﹁
又
新
﹂
33
、
10
、
15
夕
刊
。
同
10
、
22
︶。
一
〇
月
二
七

日
に
は
古
瀬
外
理
事
一
一
名
が
県
知
事
・
内
務
部
長
ら
と
会
見

し
、
経
済
的
圧
迫
下
に
あ
る
部
落
民
の
徹
底
的
改
善
を
短
期
で
完

成
さ
せ
る
た
め
年
額
七
万
円
の
地
方
改
善
費
を
十
ケ
年
五
百
万
円

の
交
付
を
陳
情
︵﹁
神
戸
﹂
33
、
10
、
28
。﹁
又
新
﹂
33
、
10
、
31
︶

す
る
な
ど
前
後
四
回
に
わ
た
り
折
衝
、
懇
談
を
重
ね
た
が
、
部
落

改
善
費
の
県
費
補
助
七
万
円
が
わ
ず
か
に
一
割
の
増
額
が
認
め
ら

れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
清
水
喜
市
ら
は
県
議
会
各
派
の
有
力
議

員
に
増
額
を
懇
請
し
た
が
、﹁
一
人
の
真
剣
に
吾
等
の
意
図
を
諒

解
し
て
協
力
を
為
さ
ん
と
す
る
議
員
な
く
、
実
に
彼
等
の
無
理
解

に
切
歯
扼
腕
す
る
と
共
に
我
が
更
生
連
盟
の
政
治
的
進
出
、
議
席

獲
得
の
忽
か
せ
に
す
べ
か
ら
ざ
る
を
痛
感

НЫ

﹂
す
る
。
こ
の
認
識
が

清
水
喜
市
の
甘
地
村
村
長
、
県
会
議
員
選
挙
出
馬
な
ど
政
治
的
進

出
の
動
機
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
間
、
兵
庫
県
清
和
会
一
〇
周
年
大
会
が
三
三
年
一
〇
月
二

二
日
︵
兵
庫
県
更
生
連
盟
創
立
大
会
の
翌
日
︶
に
氷
上
郡
柏
原
町
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
、
融
和
事
業
に
対
す
る
国
庫
、
地
方
費
予
算
増

額
な
ど
五
項
目
の
決
議
が
採
択
さ
れ
た
︵﹁
又
新
﹂
33
、
10
、
24
︶。

会
場
で
配
布
さ
れ
た
﹃
回
顧
十
年
﹄
に
清
水
喜
市
は
﹁
過
去
十
年

を
顧
り
み
て
﹂
と
題
す
る
文
章
を
寄
せ
て
い
る
。

　

地
方
改
善
費
獲
得
の
た
め
の
兵
庫
県
更
生
連
盟
の
運
動
は
県
会

有
力
議
員
の
協
力
が
得
ら
れ
ず
、
兵
庫
県
更
生
連
盟
理
事
と
し
て

奔
走
し
て
い
た
古
瀬
兵
次
は
焦
燥
感
か
ら
か
突
如
﹁
家
出
﹂
す

る
НЬ

。
信
頼
す
る
古
瀬
を
失
い
、
し
か
も
翌
三
四
年
は
大
風
水
害
の

た
め
予
算
編
成
期
の
増
額
運
動
は
差
し
控
え
ざ
る
を
や
む
な
き
に

至
っ
た
。
地
方
改
善
費
増
額
運
動
は
こ
れ
以
降
、
中
央
融
和
事
業

協
会
と
兵
庫
県
清
和
会
な
ど
融
和
団
体
に
委
ね
ら
れ
る
。
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清
水
喜
市
ら
は
三
五
年
秋
の
県
会
議
員
選
挙
に
和
田
甚
九
郎

︵
武
庫
郡
良
元
村
前
助
役
、
県
清
和
会
副
会
長
︶
を
立
候
補
さ
せ
、

部
落
民
の
意
志
を
県
議
会
に
反
映
さ
せ
よ
う
と
し
た
。清
水
は﹁
惟

ふ
に
諸
般
の
情
勢
は
部
落
運
動
の
一
大
展
開
を
策
す
る
に
あ
ら
ざ

れ
ば
到
底
更
生
の
目
的
を
果
た
し
難
く
﹂、﹁
全
国
の
同
胞
に
呼
び

か
け
て
徹
底
的
協
力
を
要
請
す
る
計
画
を
樹
立
す
る
と
共
に
、
今

後
中
央
と
地
方
と
を
問
は
ず
、
機
会
あ
る
毎
に
吾
等
同
志
中
よ
り

議
員
を
選
出
し
、
政
治
的
活
動
に
よ
り
内
外
呼
応
し
て
更
生
連
盟

の
使
命
貫
徹
に
邁
進
す
る
の
要
、
緊
切
﹂
と
訴
え
和
田
を
推
薦

НЫ

、

県
内
全
地
区
の
区
長
、
青
年
会
長
ら
に
推
薦
状
を
郵
送
す
る
。
和

田
は
民
政
党
か
ら
立
候
補
し
二
六
〇
五
票
を
集
め
て
最
下
位
で
当

選
し
た
︵﹁
又
新
﹂
35
、
９
、
27
︶。
さ
ら
に
清
水
ら
は
﹁
全
国
の

同
胞
に
呼
び
か
け
て
徹
底
的
協
力
を
要
請
す
る
﹂
た
め
に
全
国
更

生
連
盟
を
結
成

ОУ

す
る
が
、
そ
の
活
動
実
態
は
不
明
で
あ
る
。

３　

兵
庫
県
清
和
会
理
事
と
甘
地
村
長
就
任

　

清
水
喜
市
は
一
九
三
六
︵
昭
和
一
一
︶
年
三
月
に
兵
庫
県
清
和

会
理
事
に
就
任
す
る

ОФ

。
同
年
三
月
一
三
日
に
支
部
長
会
が
開
催
さ

れ
、
清
水
委
員
は
差
別
事
実
の
実
際
に
つ
い
て
語
り
、﹁
個
人
的

差
別
と
云
ふ
従
来
の
型
は
よ
ほ
ど
薄
ら
い
だ
が
、
社
会
的
差
別
と

も
云
ふ
べ
き
も
の
は
猶
甚
だ
濃
厚
の
も
の
あ
り
、
此
の
点
大
に
注

意
し
て
欲
し
い
﹂
と
要
望
、
支
部
費
用
と
し
て
町
村
か
ら
寄
付
を

得
て
い
る
が
、
今
年
か
ら
増
額
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
ま

た
、
神
崎
郡
支
部
か
ら
発
言
が
相
次
い
だ

ОХ

。

　

清
水
喜
市
は
同
年
六
月
一
一
日
に
は
甘
地
村
村
長
に
就
任
す

る
。
こ
の
経
緯
に
つ
い
て
は
西
塚
政
次
の
証
言
が
あ
る

ОЦ

。
清
水
喜

市
の
村
長
就
任
に
は
反
対
運
動
が
あ
り
、
藤
末
恵
正
ら
の
糾
弾
に

よ
っ
て
実
現
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
官
憲
は
清
水
ら
の
行
動

を
注
視
し
て
い
た
。
翌
三
七
年
の
神
戸
地
方
裁
判
所
検
事
局
思
想

部
の
報
告
書
に
は
、﹁
全
水
神
崎
郡
支
部
に
あ
り
て
は
、
部
落
解

放
は
地
方
自
治
体
に
お
け
る
各
種
機
関
の
獲
得
な
り
と
し
、
大
阪

市
全
水
本
部
及
び
管
下
県
連
各
支
部
と
連
絡
を
密
に
し
、
同
社
執

行
委
員
長
甘
地
村
長
清
水
喜
市
指
導
下
に
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
に
乗

じ
、
神
崎
郡
内
各
村
に
お
け
る
村
長
、
助
役
、
農
会
長
等
の
要
職

を
獲
得
す
べ
く
画
策
中

ОЧ

﹂
と
記
述
さ
れ
た
。
清
水
ら
の
要
職
獲
得

運
動
は
水
平
運
動
の
再
興
と
し
て
警
戒
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

四　

日
中
戦
争
期
の
兵
庫
県
清
和
会
と
清
水
喜
市 

︵
一
九
三
七
年
～
一
九
四
〇
年
︶

１　

日
中
戦
争
期
の
清
水
喜
市

　

一
九
三
七
︵
昭
和
一
二
︶
年
、
兵
庫
県
学
務
部
社
会
課
の
社
会

事
業
関
係
で
牘
職
収
賄
が
発
覚
し
、
清
水
喜
市
も
三
月
八
日
早
朝
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に
召
喚
さ
れ
、
福
崎
署
で
取
り
調
べ
を
受
け
た
後
、
翌
九
日
に
神

戸
に
連
行
さ
れ
た
︵﹁
神
戸
﹂
37
、
３
、
９
︶
が
、
清
水
と
藤
末
恵

正
は
五
月
に
村
会
議
員
に
再
当
選
し
て
い
る
︵﹁
又
新
﹂
37
、
５
、

11
︶。
翌
三
八
年
一
〇
月
に
は
郡
内
一
〇
カ
所
で
﹁
銃
後
後
援
強

化
週
間
活
動
写
真
講
演
会
﹂
が
開
か
れ
、
清
水
は
﹁
支マ

マ那
事
変
、

最
近
の
戦
況
と
皇
軍
の
労
苦
を
偲
び
、
チ
エ
ッ
コ
問
題
と
独
逸
民

族
の
団
結
力
に
説
き
及
ん
で
銃
後
強
化
と
融
和
一
如
﹂
を
訴
え
て

い
る

ОШ

。

　

清
水
は
三
九
年
五
月
初
旬
に
郷
土
出
身
兵
士
慰
問
と
﹁
満
州
﹂

移
民
団
視
察
の
た
め
出
発
し
、
六
月
初
旬
に
帰
郷
す
る
︵﹁
朝
日

神
戸
﹂
39
、
６
、
11
な
ど
︶。
こ
の
経
験
を
受
け
て
、
七
月
に
兵
庫

県
清
和
会
神
崎
郡
支
部
が
郡
教
化
連
合
会
と
共
催
で
巡
回
講
演
会

を
郡
内
各
町
村
小
学
校
一
三
カ
所
で
開
催
し
、
清
水
は
﹁
皇
軍
慰

問
と
大
陸
視
察
﹂
を
講
演
し
て
い
る

ОЩ

。
さ
ら
に
清
水
は
兵
庫
県
清

和
会
第
二
回
自
覚
更
生
指
導
者
大
会︵
一
九
三
九
年
八
月
︶の
席
上
、

協
議
事
項
で
あ
る
﹁
大
陸
進
出
に
関
す
る
件
﹂
を
説
明
、
満
州
移

民
を
奨
励
し
た

ОЪ

。

　

清
水
喜
市
が
甘
地
村
長
を
辞
任
し
て
県
会
議
員
に
立
候
補
し
た

の
は
一
九
三
九
︵
昭
和
一
四
︶
年
九
月
で
あ
る
。
届
出
に
は
政
党

か
ら
の
推
薦
は
な
く
、
中
立
で
あ
っ
た
︵﹁
神
戸
﹂
39
、
９
、
５
︶。

選
挙
は
政
友
会
公
認
現
職
と
民
政
党
公
認
新
人
の
有
力
者
が
立
候

補
し
、
清
水
に
と
っ
て
当
初
か
ら
厳
し
い
戦
い
で
あ
っ
た
。
神
崎

郡
の
定
数
は
一
名
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
選
挙
結
果
は
一
三
七

五
票
を
獲
得
し
た
が
、
三
位
で
落
選
す
る︵﹁
神
戸
﹂
39
、
９
、
27
︶。

２　

興
亜
親
民
会
と
清
水
喜
市

　

清
水
喜
市
、
和
田
甚
九
郎
ら
は
一
九
四
〇
︵
昭
和
一
五
︶
年
に

興
亜
親
民
会
を
結
成

ОЫ

す
る
。
同
会
は
和
田
甚
九
郎
の
か
ね
て
か
ら

の
信
念
に
基
づ
く
民
族
協
和
の
徹
底
、
国
民
親
和
の
完
成
を
実
現

す
る
た
め
の
運
動
体
と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
和
田
は
前
年
に
も

﹁
我
々
は
多
年
融
和
運
動
を
続
け
て
来
た
。
こ
れ
は
東
亜
新
秩
序

建
設
運
動
と
同
一
理
念
で
あ
る
。
だ
か
ら
融
和
運
動
と
い
ふ
従
来

の
名
称
を
か
へ
て
東
亜
親
民
会
と
い
ふ
や
う
な
名
の
下
に
、
大
き

な
目
標
で
運
動
し
た
い
と
思
ふ
。
即
ち
、
こ
の
大
運
動
の
一
支
流

が
所
謂
融
和
運
動
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
た
い
。
否
、
や
が
て
左
様

な
時
が
来
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か

ОЬ

﹂
と
発
言
し
て
い
る
。
清
水
喜

市
の
関
与
に
つ
い
て
、鉄
拐
山
人
は﹁
親
友 

清
水
喜
市
氏
を
偲
ぶ
﹂

に
﹁
一
面
、
盟
友
和
田
氏
と
携
へ
て
興
亜
親
民
会
を
結
成
、
国
策

順
応
の
大
運
動
、
国
策
第
一
線
の
先
頭
に
立
っ
て
の
組
織
的
な
運

動
に
着
手
し
や
う
と
し
て
居
た
時
、
突
如
そ
の
訃
報
を
私
共
に
伝

へ
る
こ
と
に
な
ら
れ
た
の
で
あ
る

ПУ

﹂
と
回
想
し
て
い
る
。
同
会
は

第
一
回
総
会
を
同
年
一
〇
月
一
七
日
に
神
戸
市
内
の
医
師
会
館
で

開
催
し
、
宣
言
・
決
議
を
採
択
し
て
い
る

ПФ

が
省
略
す
る
。

　

清
水
喜
市
は
﹁
盟
友
﹂
和
田
甚
九
郎
と
戦
時
下
、
二
人
三
脚
で
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兵
庫
県
更
生
連
盟
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国
更
生
連
盟
・
興
亜
親

民
会
な
ど
を
組
織
し
て
き
た
。
和
田
が
東
亜
新
秩
序
建
設
運
動
の

一
環
と
し
て
の
興
亜
運
動
を
進
め
た
の
は
、
戦
時
下
に
お
け
る
兵

庫
の
融
和
運
動
を
一
層
新
体
制
に
順
応
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
も
の
だ
が
、
清
水
の
意
図
は
和
田
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
の

だ
ろ
う
か
。
清
水
は
興
亜
親
民
会
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、
地
元
民

の
経
済
的
支
援
を
図
る
た
め
﹁
工
場
を
つ
く
ろ
う
と
上
京
﹂
し
、

折
衝
中
に
東
京
の
古
瀬
兵
次
の
事
務
所
で
倒
れ
た
の
で
あ
る

ПХ

。

お
わ
り
に

　

清
水
喜
市
の
四
七
年
間
の
生
涯
は
差
別
撤
廃
と
経
済
的
自
立
、

そ
の
た
め
の
環
境
整
備
に
貫
か
れ
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
部

落
民
自
身
に
よ
る
解
放
の
実
現
の
た
め
に
先
頭
に
立
っ
て
奮
闘
し

た
。
そ
れ
は
神
崎
郡
清
和
会
副
支
部
長
、
兵
庫
県
清
和
会
理
事
に

な
っ
て
も
一
貫
し
て
い
た
。
鉄
拐
山
人
は
﹁
清
水
氏
は
何
等
の
野

心
も
自
己
本
位
も
な
い
一
個
純
真
な
道
の
人
で
あ
っ
た
。
国
民
融

和
の
運
動
の
た
め
に
専
念
し
た
人
な
の
で
あ
る
。
後
に
清
和
会
の

幹
部
と
な
ら
れ
た
の
も
、
そ
の
精
神
の
発
展
的
な
結
果
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う

ПУ

﹂
と
回
想
す
る
。
筆
者
の
鉄
拐
山
人
と
は
清
水
喜
市
が

信
頼
し
て
い
た
長
田
調
五
郎
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
と
思
わ
れ
る

ПЦ

。
清
和

会
の
幹
部
に
な
っ
た
理
由
を
﹁
精
神
の
発
展
的
な
結
果
﹂
と
す
る

の
は
興
味
深
い
が
、
長
田
も
興
亜
親
民
会
第
一
回
総
会
︵
四
〇
年

一
〇
月
︶
で
指
導
部
長
に
就
任
し
て
い
る
の
で
、
割
り
引
い
て
考

え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
清
水
を
﹁
水
平
運
動
と
融

和
事
業
の
癒
着

ПЧ

﹂
と
見
る
の
で
は
な
く
、
差
別
撤
廃
と
部
落
の
経

済
的
自
立
を
水
平
運
動
・
融
和
運
動
の
両
側
面
か
ら
追
求
し
て
き

た
人
物
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

付
記

　

史
料
の
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
、
句

読
点
を
新
た
に
付
け
た
。
新
聞
記
事
な
ど
の
人
名
の
誤
記
は
改
め

た
。

註︵
１
︶
兵
庫
県
教
育
委
員
会﹃
郷
土
百
人
の
先
覚
者
﹄一
九
六
七
年
七
月
、

六
四
五
頁

︵
２
︶
前
掲
﹃
郷
土
百
人
の
先
覚
者
﹄
六
四
八
頁
。
今
井
ひ
ろ
子
﹁
神

崎
郡
に
お
け
る
水
平
社
運
動
と
融
和
運
動
﹂
兵
庫
部
落
解
放
研
究

所
﹃
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
﹄
47
、
一
九
九
二
年
六
月
、
四
〇
頁

︵
３
︶﹁
告
知
欄
﹂
明
治
之
光
社
﹃
明
治
之
光
﹄
三
巻
三
号
、
八
〇
頁
、

一
九
一
四
年
三
月
︵
復
刻
版
、
兵
庫
部
落
問
題
研
究
所
、
中
巻
、

七
五
六
頁
︶

︵
４
︶
甘
地
尋
常
高
等
小
学
校
﹃
甘
地
村
小
学
校
沿
革
誌
﹄

︵
５
︶﹃
機
密
ニ
関
ス
ル
書
類
綴
﹄
自
大
正
五
年
十
一
月
至
昭
和
三
年
十
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二
月
、
甘
地
村
史
料
︵﹃
同
和
教
育
史
兵
庫
県
関
係
史
料
﹄
二
巻
、

四
二
三
～
四
二
四
頁
︶

︵
６
︶﹃
寺
前
事
件
訊
問
調
書
﹄

︵
７
︶﹁
水
平
新
聞
﹂三
号
、
一
九
二
四
年
八
月
二
〇
日
付
。
な
お
、﹁
大

阪
朝
日
新
聞
神
戸
付
録
﹂
七
月
二
三
日
付
で
は
第
二
回
神
崎
郡
夏

季
大
会

︵
８
︶﹁
水
平
線
兵
庫
県
付
録
﹂
四
号
、
一
九
二
五
年
一
月
二
〇
日
付

︵
９
︶
森
岡
家
文
書
﹃
記
録
帳
﹄︵﹃
同
和
教
育
史
兵
庫
県
関
係
史
料
﹄

一
巻
、
三
九
一
頁
︶

︵
10
︶
田
宮
武
﹁︵
聞
き
書
き
︶
部
落
解
放
の
人
た
ち
﹂︵
２
︶
兵
庫
部

落
解
放
研
究
所﹃
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
﹄
16
、
一
九
八
四
年
九
月
、

六
四
～
六
五
頁

︵
11
︶﹁
九
月
三
日
、
水
平
問
題
ニ
関
シ
福
崎
署
長
岩
崎
栄
三
郎
、
郡
書

記
柴
田
氏
、
甘
地
村
有
志
参
集
、
解
決
ス
﹂

︵
12
︶
前
掲 

田
宮
武
﹁︵
聞
き
書
き
︶
部
落
解
放
の
人
た
ち
﹂︵
２
︶
六

八
頁

︵
13
︶
田
宮
武
﹁︵
聞
き
書
き
︶
部
落
解
放
の
人
た
ち
﹂︵
１
︶﹃
ひ
ょ
う

ご
部
落
解
放
﹄
15
、
一
九
八
四
年
六
月
、
八
七
～
八
八
頁

︵
14
︶
神
崎
郡
教
育
会
﹃
神
崎
郡
誌
﹄
一
九
四
二
年
五
月
︵
復
刻
版
、

神
崎
郡
誌
刊
行
会
、
一
九
七
六
年
九
月
、
一
〇
五
頁
︶

︵
15
︶
兵
庫
県
清
和
会
﹃
地
方
改
善
協
議
会
議
事
要
綱 

附
参
考
資
料
﹄

一
九
二
三
年
八
月
、
一
～
四
頁

︵
16
︶
前
掲 

兵
庫
県
清
和
会
﹃
地
方
改
善
協
議
会
議
事
要
綱 

附
参
考

資
料
﹄
一
〇
頁
。
奈
良
県
で
も
一
九
二
四
年
三
月
に
開
催
さ
れ
た

県
主
催
の
第
二
回
社
会
事
業
講
習
会
に
県
水
平
社
委
員
長
の
松
本

長
八
が
出
席
し
て
、
講
習
を
受
講
し
て
い
る
︵
井
岡
康
時
﹁
奈
良

県
に
お
け
る
部
落
改
善
事
業
と
水
平
社
運
動
﹂
奈
良
県
立
同
和
問

題
史
料
セ
ン
タ
ー
﹃
研
究
紀
要
﹄
八
号
、
二
〇
〇
二
年
三
月
、
四

九
頁
︶

︵
17
︶
前
掲 

今
井
ひ
ろ
子
﹁
神
崎
郡
に
お
け
る
水
平
社
運
動
と
融
和
運

動
﹂
四
一
～
四
二
頁

︵
18
︶
内
海
柳
蛙
﹁
片
言
﹂﹁
清
和
﹂
一
七
号
、
一
九
二
五
年
六
月
。
松

岡
英
介
﹁
融
和
問
題
に
関
す
る
三
つ
の
誤
れ
る
見
方
﹂﹁
清
和
﹂

一
七
号
、
一
九
二
五
年
七
月

︵
19
︶﹁
融
和
促
進
問
題
ニ
関
ス
ル
件
﹂︵﹃
福
崎
町
史
﹄
四
巻
、
資
料
編

Ⅱ
、
一
九
九
一
年
八
月
、
五
〇
六
頁
︶

︵
20
︶
前
掲 

森
岡
家
文
書
﹃
記
録
帳
﹄︵﹃
同
和
教
育
史
兵
庫
県
関
係
史

料
﹄
一
巻
、
三
九
三
頁
︶

︵
21
︶
中
央
融
和
事
業
協
会
﹃
融
和
事
業
年
鑑
﹄
大
正
一
五
年
版
︵
復

刻
版
、
一
巻
、
部
落
解
放
研
究
所
、
一
九
七
〇
年
九
月
、
一
四
一

頁
︶

︵
22
︶
前
掲
﹃
融
和
事
業
年
鑑
﹄
大
正
一
五
年
版
、
四
七
～
五
五
頁
。

手
島
一
雄
﹁
中
央
融
和
事
業
協
会
の
創
設
﹂
四
国
部
落
史
研
究
協

議
会
﹃
し
こ
く
部
落
史
﹄
八
号
、
二
〇
〇
六
年
三
月
、
八
五
～
九
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〇
頁

︵
23
︶
兵
庫
県
清
和
会
﹁
清
和
﹂
一
六
号
、
一
九
二
五
年
六
月

︵
24
︶
前
掲
﹃
融
和
事
業
年
鑑
﹄
大
正
一
五
年
版
、
一
一
五
頁
。﹁
神
戸

又
新
日
報
﹂
二
五
年
八
月
一
日
付
で
は
七
月
二
八
日
～
二
九
日
開

催

︵
25
︶
前
掲
﹃
甘
地
村
小
学
校
沿
革
誌
﹄

︵
26
︶
前
掲　

田
宮
武
﹁︵
聞
き
書
き
︶
部
落
解
放
の
人
た
ち
﹂︵
１
︶

六
五
～
六
六
頁

︵
27
︶﹁
水
平
新
聞
﹂
八
号
、
一
九
二
六
年
六
月
三
〇
日
付

︵
28
︶
兵
庫
県
水
平
社
革
清
同
盟
﹁
兵
庫
県
水
平
社
同
人
諸
君
に
檄
す
﹂

古
家
実
三
所
蔵
文
書
︵
ひ
ょ
う
ご
労
働
図
書
館
所
蔵
︶

︵
29
︶﹁
解
放
﹂
一
号
、
一
九
三
〇
年
一
月
一
〇
日
付
、
古
家
実
三
所
蔵

文
書
︵
ひ
ょ
う
ご
労
働
図
書
館
所
蔵
︶

︵
30
︶
古
家
実
三
所
蔵
文
書
︵
ひ
ょ
う
ご
労
働
図
書
館
所
蔵
︶

︵
31
︶﹁
水
平
新
聞
﹂
二
号
、
一
九
三
〇
年
一
月
一
日
付

︵
32
︶﹁
水
平
新
聞
﹂
五
号
、
一
九
三
〇
年
五
月
三
一
日
付

︵
33
︶﹁
水
平
新
聞
﹂
六
号
、
一
九
三
〇
年
八
月
五
日
付

︵
34
︶
前
掲
﹁
水
平
新
聞
﹂
六
号
、
一
九
三
〇
年
八
月
五
日
付

︵
35
︶﹁
水
平
新
聞
﹂
一
一
号
、
一
九
三
一
年
六
月
二
八
日
付

︵
36
︶﹁
清
和
﹂
七
一
号
、
一
九
三
一
年
六
月
二
五
日
付

︵
37
︶
前
掲
﹃
融
和
事
業
年
鑑
﹄
昭
和
六
年
版
、
三
〇
五
頁

︵
38
︶﹁
清
和
﹂
七
二
号
、
一
九
三
一
年
八
月
二
〇
日
付

︵
39
︶﹁
北
中
皮
革
争
議
花
田
村
騒
擾
事
件
に
関
し
て
／
親
愛
な
る
全
国

の
労
働
者
農
民
諸
君
に
訴
う
﹂一
九
三
一
年
一
二
月
二
四
日
付︵
法

政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
所
蔵
︶

︵
40
︶
新
井
磯
次﹃
北
中
皮
革
争
議
─
思
い
出
す
こ
と
ど
も
﹄明
治
図
書
、

一
九
七
八
年
四
月
、
五
二
頁

︵
41
︶
全
国
水
平
社
総
本
部
﹃
高
松
地
方
裁
判
所
検
事
局
差
別
裁
判
事

件
闘
争
日
誌
﹄︵
灘
本
昌
久
編
﹁
高
松
差
別
裁
判
闘
争
日
誌
﹂
京

都
部
落
史
研
究
所
﹃
京
都
部
落
史
研
究
所
紀
要
﹄
二
号
、
一
九
八

二
年
三
月
、
四
六
頁
︶

︵
42
︶
全
国
大
会
準
備
闘
争
委
員
会
﹁
全
国
大
会
準
備
闘
争
ニ
ュ
ー
ス
﹂

一
九
三
三
年
二
月
二
三
日
付

︵
43
︶﹃
会
議
書
類
綴
﹄
自
昭
和
八
年
至
昭
和
九
年
﹁
甘
地
村
文
書
﹂

︵
44
︶
前
掲
﹃
郷
土
百
人
の
先
覚
者
﹄
六
五
〇
～
六
五
一
頁
。﹁
清
水
喜

市
﹂
兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
編
﹃
福
祉
の
灯
─
兵
庫
県
社
会
事

業
先
覚
者
伝
﹄
一
九
七
一
年
六
月
、
四
〇
七
～
四
〇
八
頁
。
と
も

に
、
事
業
着
手
を
三
一
年
と
誤
っ
て
い
る

︵
45
︶﹃
昭
和
八
年
度
応
急
施
設
事
業
ノ
参
考
﹄︵
同
志
社
大
学
人
文
科

学
研
究
所
所
蔵
︶

︵
46
︶
前
掲 

今
井
ひ
ろ
子
﹁
神
崎
郡
に
お
け
る
水
平
社
運
動
と
融
和
運

動
﹂
四
六
頁

︵
47
︶﹃
執
務
日
誌
﹄
大
正
六
年
二
月
編 

区
長
︵
氷
上
郡
春
日
町
池
尾

区
長
文
書
︶
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︵
48
︶
前
掲
﹃
執
務
日
誌
﹄
大
正
六
年
二
月
編
、
に
綴
ら
れ
て
い
る
活

版
印
刷
物

︵
49
︶
田
宮
武
﹁︵
聞
き
書
き
︶
部
落
解
放
の
人
た
ち
﹂︵
３
︶﹃
ひ
ょ
う

ご
部
落
解
放
﹄
17
、
一
九
八
四
年
一
二
月
、
一
一
〇
頁

︵
50
︶﹁
全
国
更
生
連
盟
創
立
趣
意
書
﹂
前
掲
﹃
執
務
日
誌
﹄
大
正
六
年

二
月
編 

氷
上
郡
春
日
町
池
尾
区
長
文
書
︵
前
掲
﹃
同
和
教
育
史

兵
庫
県
関
係
史
料
﹄
二
巻
、
二
五
〇
～
二
五
二
頁
︶

︵
51
︶
兵
庫
県
清
和
会﹃
兵
庫
県
清
和
会
要
覧
﹄昭
和
一
五
年
八
月
現
在
、

﹁
本
会
役
職
員
異
動
表
﹂

︵
52
︶﹁
清
和
﹂
一
一
四
号
、
一
九
三
六
年
四
月

︵
53
︶
村
田
哲
也
﹁
神
崎
郡
Ｋ
村
を
中
心
と
し
た
部
落
解
放
運
動
─
水

平
運
動
を
中
心
と
し
て
﹂
兵
庫
県
教
育
研
修
所
﹃
同
和
教
育
長
期

研
修
報
告
﹄
六
集
、
一
九
七
六
年
三
月
、
六
六
頁

︵
54
︶
神
戸
地
方
裁
判
所
検
事
局
思
想
部
﹃
社
会
思
想
運
動
情
勢
調
査

報
告
書
﹄︵﹃
部
落
問
題
、
水
平
運
動
資
料
集
成
﹄
三
巻
、
五
二
八

頁
︶

︵
55
︶﹁
清
和
﹂
一
三
九
号
、
一
九
三
八
年
一
一
月

︵
56
︶﹁
清
和
﹂
一
四
七
号
、
一
九
三
九
年
八
月

︵
57
︶﹁
清
和
﹂
一
四
八
号
、
一
九
三
九
年
九
月

︵
58
︶
前
掲
﹃
執
務
日
誌
﹄
大
正
六
年
二
月
編
︵
氷
上
郡
春
日
町
池
尾

区
長
文
書
︶

︵
59
︶
前
掲
﹁
清
和
﹂
一
四
八
号
、
一
九
三
九
年
九
月

︵
60
︶﹁
清
和
﹂
一
五
八
号
、
一
九
四
〇
年
八
月

︵
61
︶﹃
昭
和
一
六
年
度
受
付
文
書
綴
﹄
四
月
以
降
︵
氷
上
郡
春
日
町
池

尾
区
長
文
書
︶

︵
62
︶
鎌
田
珠
子
﹁
兵
庫
県
水
平
社
の
結
成
と
地
域
改
善
に
生
涯
を
か

け
た
清
水
喜
市
﹂
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会
﹃
人
権
の
確
立
に
尽
く

し
た
兵
庫
の
先
覚
者
た
ち
﹄
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
、
一
六
八
頁

︵
63
︶
鉄
拐
山
人
﹁
清
水
喜
市
氏
を
偲
ぶ
﹂︵
前
掲
﹁
清
和
﹂
一
五
八
号
︶

に
よ
れ
ば
、﹁
い
ろ
榎
円
な
意
味
で
大
正
一
二
年
と
云
ふ
年
は
私

に
取
っ
て
忘
れ
得
な
い
年
で
あ
る
。
こ
の
年
Ｓ
運
動
︵
水
平
運
動

─
引
用
者
︶
が
起
っ
た
。︵
中
略
︶
私
も
除
隊
早
々
で
あ
っ
た
が
、

躊
躇
な
く
参
加
す
る
気
持
ち
に
な
っ
た
。﹂、﹁
私
が
本
県
の
委
員

長
と
云
ふ
こ
と
に
な
っ
て
か
ら
⋮
﹂
を
考
慮
す
る
と
、
初
代
県
水

平
社
委
員
長
の
長
田
調
五
郎
は
一
八
九
九
年
の
生
ま
れ
︵
小
林
丈

広
﹁
近
代
・
近
郊
農
村
の
被
差
別
部
落
︵
下
︶
─
加
古
郡
播
磨
町

の
生
活
史
﹂﹃
ひ
ょ
う
ご
部
落
解
放
﹄
31
、
一
九
八
八
年
六
月
、

二
六
九
頁
︶
で
一
九
二
三
年
当
時
は
二
四
歳
。
二
代
目
県
水
平
社

委
員
長
の
岸
本
順
作
は
一
八
九
二
年
生
ま
れ
と
年
長
で
二
三
年
当

時
三
一
歳
。
こ
の
た
め
鉄
拐
山
人
は
長
田
調
五
郎
の
筆
名
と
考
え

ら
れ
る

︵
64
︶
大
谷
正
﹁
太
平
洋
戦
争
下
の
満
州
農
業
移
民
─
農
民
運
動
と
融

和
政
策
に
関
連
し
て
﹂大
阪
歴
史
学
会﹃
ヒ
ス
ト
リ
ア
﹄八
七
号
、

一
九
八
〇
年
六
月
、
四
九
頁


